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西奈良県民センターにて新年度の

総会が開催されました。

大西会長の開会挨拶、前年度の活

動報告、会計報告に次いで、今年

度の活動基本方針、行事予定、各

グループの活動計画、予算案が発

表されました。2011 年は 3 月 11

日の東日本大震災の影響で渡航も

受け入れも共にキャンセルという

異例の年でした。公式交流が出来

なかったのは残念でしたが、新た

に中国の留学生のホームステイや

近隣在住の外国人との交流が実現

し、新しい活動が出来たことは大

きな成果でした。2012 年は自分達

の活動に自信と誇りを持てるグル

ープを目指すために新たな目標に

挑戦していきます。

事務局の池上理事、手作りグループの滋井理事、監査の

田中理事が退任されました。仮家理事は副会長から監査

へと移動されます。

総会出席者60名委任状15名

（総会時会員数78名）



要と思われ、特に草の根運動に期待がかかります。

その点からも FF 本来の活動を軸にしながら、

留学生や近隣在住の外国人の方たちとの交流も積

極的に推進してまいります。

FF 奈良クラブのある奈良市は南北に長い奈良

県の北端にありますが、奈良県中部地区も文化遺

産に恵まれて奈良市周辺とはまた一味違った文化

圏を形成し、市民活動も盛んです。そこでこの奈

良県中部地区に FF の新たな活動拠点を設ける呼

びかけを始めています。そこにはきっと芽吹きの

勢いと新しいカラーを持った新クラブが誕生する

はずです。既存の私たち奈良クラブとは奈良県の

姉妹クラブとして交流し、相互補完と相乗効果を

図りながら両者がさらに発展していくことを目指

しています。

昨年、中国をはじめ東南アジアの留学生のホーム

ステイを受けることで、外国の若い人たちとの交流

が始まりました。またフレンドシップデーや日本文

化体験などの企画イベントに、留学生や近隣在住の

外国人の方たちを招待することによって、国内で異

文化交流の新たな輪が広がりました。在日外国人の

方たちにより深く日本文化を理解し、親日感情を持

ってもらうような活動が、今日の世界環境下では重

パソコンや携帯が個人に行き渡り、情報が瞬時

に世界と繋がる時代になって、私たちのコミュニ

ケーションのあり方も急速に変化しつつありま

す。私たち FF 奈良クラブは、発足当初からパソ

コンの利用率が高く、最近ではほとんど全会員を

網羅して会員間の情報交換がスムーズになったば

かりか、ホームページも充実して頻繁に活用され

るようになっています。そこで今年度より、従来

の広報グループとホームページグループを一体化

した新しい「広報グループ」としてスタートいた

しました。FF 奈良クラブから内外への情報発信

は、ホームページに軸足を置きながら、電波と印

刷物双方の利点を活かした住み分けによって、効

果的な活動を目指します。従って FF 奈良の会報

誌「Friendship」はこの 42 号をもって発展的に解

消し、新たに「News Letter」として FF 奈良クラ

ブのホームページにアップすることになります。

総会のあとは、お待たせ、名立たる FF 奈良のポットラ

ックパーティー。それぞれプロ級の腕前の上に、ヴァラ

エティ豊富で、まるで示し合わせたように食材のバラン

スがいいのです。食べて遊んで楽しいひとときでした。

賑やかな会場が、一瞬不思議なほ

ど静かになりました。それはみん

な一斉に、無我夢中で食事に没頭

していたからでした。
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もし紙面でお読みになりたい場合は、各自でプリ

ントアウトしていただくことになります。印刷物と

しての「Friendship」は、年 1 回年末に、その年の

活動を中心にまとめて記録した年度号を発行し、保

存していただけるよう年始の総会でお手元にお届け

いたします。

イベントグループ、手づくりグループ 交流グ

ループ、広報グループのいずれもが、単なる“仲

良しグループ”を超えて目的意識をもったレベル

の高い活動を続けていることを誇りに思います。

今年は一つ新しい目標を掲げて挑戦します。

約 7 割の会員が参加している英会話教室の場合

は、「英語で奈良をガイド」することに挑戦いたし

ます。

FF 奈良では会員の半数以上の方々が毎週熱心

に英会話教室で勉強をされていますが、日頃の勉

強の成果を確かめ、より自信を深めていただくた

めの方策の一つとして、会員とその家族（子供や

孫）を対象とした短期語学留学制度の導入を検討

しています。差し当たっては、信頼できる留学先

としてニュージーランドとカナダでのプログラム

を提供する事が出来ます。積極的な活用を期待し

ています。

http://ffnara.web.fc2.com/
これがホームページの新アドレスです。

★ これからはこのアドレスのホームページが

FF 奈良の情報発信の窓口です。

★ まず、FF 奈良のホームページを開いて、めい

めいのパソコンの「お気に入り」にすぐ登録

しましょう。

★ 会員だけに伝えたい情報は、パスワードを要

求してきます。所定の場所にパスワードを打

ち込んで開いてください。

★ パスワードを忘れた方は、事務局へお問い合

わせください。

★ できるだけ速やかに新鮮な情報をお届けする

よう心がけますから、できるだけ頻繁に開け

てみる習慣をつけましょう。

お抱えの芸能プロダクション（我等のイ

ベントグループ）の企画で、愉快なゲー

ムに次々と引き込まれ、抱腹絶倒！みん

な良い汗、冷や汗かきました。

ハッピーガールズは今年も元気いっぱ

い、受入れにも大活躍しそうです。

電車ごっこ。紙テープを切らないように

でも抱きつくのは違反です。

頭をひねったタングラム。

「食べ過ぎで脳が回転しないヨォー」

グループで順番に描き加えて完成？した

創作迷画。これが最優秀賞に。
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● 西には黒海、北はロシア、

東はイラン、南はトルコ、アルメニア、アゼルバイジャン

と国境を接する、日本国土の５分の１の温暖な国。

● 私たちが訪問するトビリシはムトゥクヴァリ川に沿ったこ

の国最大の都市で首都。トビリシは“温かい”という意味

だそうで、1６00 年以上も昔のこと、イベリア王がこの地

へ狩にきて泉が温かいのに驚き、首都をムツケタからここ

へ移すよう遺言したとか。

● トビリシはシルクロードの町として栄えた歴史があり、古

来から多くの民族が行き交う交通の要地であり、支配民族

も絶えず入れ替わる永い歴史の下で、多彩な文化が溶け込

んでいる。

● ブドウワインの発祥の地。最古のブドウワインはここから。

以来“甘口ワインの宝玉”と賞されて歴代ロシア皇帝に愛

飲された赤ワインの産地。

● 世界３大長寿国の１つ。カスピ海ヨーグルトや新鮮な野菜

たっぷりのザクースカ（前菜）などが健康にいいのかな。

写真は、古都ムツケタ

を見下ろす山の上に立

つ聖十字架（ジュヴァ

リ）修道院。西暦 605
年に建てられた。

グルジアの 7 割以上は

キリスト教東方正教徒。

東日本大震災のために、1 年延期となったオースト

ラリア Gold Coast クラブの受入れが、やっと実現し

ます。5 月 9 日（水）JR 奈良駅に到着。5 月 14 日（月）

～15 日（火）の京都観光（葵祭り他）を挟んで 5 月

18 日（金）奈良出発の予定です

ED は昨年来決定していた張替令子さん、 副 ED
は大西弘会長。すでに受入れ委員会を中心に着々と準

備が進められています

編 集 ・ 発 行 ザ・フレンドシップフォース・オブ・奈良 広報委員会

広 報 委 員 浅田喜美子・小野弘美・鬼頭かつ美・道上恵子・別所啓子・青木俊一・張替令子

事 務 局 〒630-8036 奈良市五条畑 1-20-16 TEL / FAX  0742-48-4334

Ｅ-mail   holinonenara@kcn.jp ＨＰ http://ffnara.web.fc2.com/

インターネットが個人レベルへ浸透して、“アラブの春”など政治を動かすような世の中になり、コミュニケーション

のあり方も様変わりしました。パソコンや携帯を端末とするネットが、双方向メディアとして情報伝達の主流になり

つつあります。

そんな中で私たち FF 奈良クラブも、時代に適応して情報の受発信のあり方を刷新することになりました。年 4 回発

行してきた会報誌 Friendship はこの号を最後に、次は News Letter として、ホームページ上でお読みいただくこと

になります。2001 年に第 1 号を発行して以来、多くの会員の方々にご援助ご協力いただきました。ありがとうござい

ました。

カナダ・マニトバクラブ 10 月来日

Dear Kingo & Yukiko
Firstly, thank you for the pictures received in July, 

they are so nice to see. How nice you are both enjoying 
playing the guitar and singing. 

I asked Alex about the school etc they will be at in 
Japan – here is some of the information.

The day they will be playing has not yet been 
determined. The school they will be at is Meitoku Gijuku.
The Concert will be held in KOCHI CITY.

Concert date and time – has not been determined.
They will be traveling from March 24 – April 5.

I will inform you with concert date as soon as they have  
confirmed. Alex and his friends are all very excited about 
the upcoming visit to Japan. You will be surprised to see 
how much he has grown.

I feel blessed that I have members of the family so 
close at hand and keep up to date with all their 
activities. May the spirit of the season be shared with 
your families and friends. Lorraine

　2009年に渡航したカナダのマニトバクラブを、10月に奈
良クラブが受入れます。再会が楽しみですね。
　渡航のときのＥＤ藤田欣吾夫妻のホストだったローレィン
さんはご高齢で残念ながら来日されないようですが、お
孫さんが一足早く日本（高知）へ来られるそうで、こんな
メールが届いています。


